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【資　料】

Ⅰ．はじめに
　慢性成人期看護学領域において，4年生の広域統
合実習のプログラムの1つとして離島の沖永良部で
臨地実習を行うようになって5年間が経過する。そ
して，離島実習を通じてさまざまな地域で暮らす
人々の生活と地域での看護職者の役割を学んできた。
　看護の学士課程に示されているモデルコアカリ
キュラムには，地域ケアシステムの構築により，地
域におけるヘルスプロモーションや予防も含め，そ
の役割や活動場所の多様化が進む中で，看護職者に
は，さまざまな場面で人々の身体状況を観察・判断
し，状況に応じた適切な対応ができる看護実践能力
が求められている（大学における看護系人材養成の
在り方に関する検討会，2017）。
　離島においては，看護の対象が乳幼児から高齢者
と幅広く，看護の内容も怪我を含めた急性疾患，慢
性疾患，終末期，病気の予防など幅広い対応が求め
られる（野村他，2011）ため，一体化した看護ケ
アを学ぶには最適なところであると考える。
　また，医療者として，地域独自の多様な地域・生
活に触れ，人間のありように対する感性を養う機会
になる（田野他，2011）。このことから，離島にお

ける実習は，看護職者として将来の幅広い活動につ
ながるものと期待されている。このように，離島実
習の体験の有用性が指摘されていることから，前述
したようにモデルコアカリキュラムで期待されてい
る地域ケアシステム，文化や生活の多様性に対応で
きる能力を育成するには，離島実習に取り組む価値
は十分にあると考える。
　今後，離島実習をさらに意義あるものとするため
に学士課程において，離島での臨地実習を行った研
究から，これまで得られた知見を概観するとともに，
離島における臨地実習の学びについて検討すること
を目的とする。

Ⅱ．研究方法

１．対象文献の方法および対象文献の選定

　Web版医学中央雑誌データベース検索サービス
（Latest Update; 2019.04.01）を用い，2020年7月
15日に文献検索を行った。キーワードは「看護教
育」&「臨地実習」&「離島」or「島嶼」or「島しょ」
とし，条件を「原著」「看護」とした結果，62件が
抽出された。その中から，文献内容を確認し，看護
学士課程において離島での臨地実習を実施し，その
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臨地実習に参加した学生の学びに言及している文献
6件を選定した。さらに，本研究と関連があると考
えられる文献を手作業で探索して1件の文献を追加
した。以上7件の文献が本研究の文献対象となった。
２．分析方法

　分析の視点「離島における臨地実習の学び」に
沿って対象文献の著者，発行年，タイトル，研究目
的，研究方法，学びの概要をまとめ，マトリックス
表を作成した。7件の対象文献から，モデルコアカ
リキュラムの7つの大項目【A 看護系人材（看護職）
として求められる基本的な資質・能力】【B 社会と
看護学】【C 看護の対象理解に必要な基本的知識】
【D 看護実践の基本となる専門基礎知識】【E 多様な
場における看護実践に必要な基本的知識】【F 臨地
実習】【G　看護学研究】に沿って，離島実習の学
びに関する内容をできるだけ表現をそのままにして，
大項目に一番合う項目に分類整理し，表を作成した。
なお，学びの内容が，重複する内容は*を記し整理
した。共同研究者間で合意が得られるまで内容を確
認した。

Ⅲ．結果
１．対象文献の概要

　対象文献の結果の概要は表1に示している。離島
実習経験学生のレポート分析が1，4，アンケート
調査が3，レポート分析とアンケート調査が5，学
生のレポート分析と指導者へのアンケート調査が6，
学生の自己評価が7，離島への看護学教育への取り
組みの現状と効果についての書面調査と離島看護
学教育を展開している大学の訪問調査が2，であっ
た。対象学生は，4年生が1. 3. 5. 6. 7であった。実
習の内容は，地域看護実習1. 3，離島保健看護実習5，
総合実習6. 7，であった。医学部医学科，保健医療
学部（看護学科，理学療法学科，作業療法学科）の
1年生を対象とした離島地域医療実習が4，で，へ
き地離島教育を何らかの形で実施している大学を対
象としているのが2，であった。臨床実習の日程は
3日間～ 12日間であった。学びは7つの文献から合
計41項目挙げられた。

２．モデルコアカリキュラムの大項目に沿って整理

した学び

　モデルコアカリキュラムの大項目に沿って整理し
た学びは表2に示している通りであった。【A 看護
系人材（看護職）として求められる基本的な資質・
能力】には，「地域で働く医療人に必要な資質」「実
践力・地域力への貢献」，「島嶼への理解の深まり」「看
護観の発展について学習の深まり」他10項目，【B 
社会と看護学】には，「地域の実態の理解」「島しょ
の特徴を知る」「島しょの健康問題の理解」「島しょ
活動を考える」「地域住民の健康状態の把握」他14
項目，【C 看護の対象理解に必要な基本的知識】に
は，「自宅での居住生活を理解することの重要性」「利
尻島の自然と人々の生活が密接につながっている感
覚」他3項目挙げられた。
　【D 看護実践の基本となる専門基礎知識】には，【A 
看護系人材（看護職）として求められる基本的な資
質・能力】と重複するが，島しょ看護学教育を取り
入れている大学の調査であり、基礎看護のみならず
専門職基礎知識の向上もあると考え「学習力・教育
力・看護力の向上」に再掲された。【E 多様な場に
おける看護実践に必要な基本的知識】には，「保健
活動の実際」「診療所活動の実際」が挙げられた。【F 
臨地実習】には「実習中に行った仲間づくり」が挙
げられた。【G 看護学研究】には，なにも挙げられ
なかった。
３．実習対象地域

　7件の文献のうち，研究対象になっている島は，
三重県3，北海道4，長崎県6，7，沖縄県5，地域
は特定できないのが1，2であった。

Ⅳ．考察
１．モデルコアカリキュラムの大項目からみた離島

実習の学び

　項目数の多かったモデルコアカリキュラムの大項
目からみた学びを概観する。
　島での学びの項目で19項目と最も項目が多かっ
たBの【社会と看護学】は，人々の暮らしを支える
地域や文化，社会システムと健康，看護職の役割に
ついて修得する内容であった。次に14項目と項目
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表1　学士課程における離島実習の学びに関する文献検討

）
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表2　看護学教育モデルコアカリキュラム項目から見た学びの分類

が多かったAの【「看護系人材（看護職）として求
められる基本的な資質・能力】は，特に，看護職と
しての使命，役割と責務，看護学の知識と看護実践
に関する内容が挙げられていた。さらに，5項目と
3番目に項目が多かったCの【看護の対象理解に必

要な基本的知識】は，その地域に暮らす生活者とし
ての人間理解の内容が挙げられていた。
　離島は狭小性，環海性・隔絶性から生活全体が捉
えやすく，保健・医療・福祉の人的・物質的資源が
制限されているため関係職種の多機能化と連携協働
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が学びやすい（堂下他，2008.）。また，学生自身が
島での宿泊生活を体験することから住民の生活を捉
えやすく，医療・福祉・保健サービスが島内で完結
していることから，人々の健康を支えるサービスを
捉えやすいと述べられている（河原他，2004）。
　つまり，離島の状況を踏まえると，離島での看護
活動は，島のおかれている地理的環境，社会的環境
と住民の健康課題の関係性を踏まえて考えなければ
ならない。そして，看護職者は，限られた人的･物的・
社会的資源を有効に活用し，看護活動の展開を行う
ことが求められている。また，離島は，コミュニティ
が小さいために，人々の生活や関係性，そして保健・
医療・福祉連携の全体像が見えやすく，社会システ
ムや地域ケアシステムが見えやすい環境であるため，
地域や住民に密着した看護活動が行いやすいといえ
る。反対に【E 多様な場における看護実践に必要な
基本的知識】【F 臨地実習】【G 看護学研究】の項目
数が下位であったのは，対象文献の離島実習の目的
が離島という地域独特の現象・医療を観察・体験す
ることであるためと考える。
　一方，治療が最優先の都市部にある病院という環
境では，患者・家族の「生活」を理解することは物
理的に難しい（小林，2016）ため，離島と都市部
というように地理的・社会的・人的環境の異なる臨
地実習の経験は，大きい学びが得られると考えられ
る。
　以上のことから，モデルコアカリキュラムの大項
目の【B  社会と看護学】，【A「看護系人材（看護職）
として求められる基本的な資質・能力】，【C  看護の
対象理解に必要な基本的知識】に学びとして多く項
目が挙げられたのは，前述した離島がおかれている
地理的・社会的・人的環境がその要因と推察される。
　離島実習は，地域独自の文化，価値観，生活様式
等に触れ，「生活者」であるということを実感して
捉える体験が，人間理解や社会システムを理解する
能力を養なう場となると考える。
２．離島実習の課題

　今回の研究対象地域は偏在しているが，離島の特
徴をみると交通では海による遮断があり不便で自然
環境が厳しい，また，医療においては専門職が少な

く社会的資源も乏しい，産業も限られ経済的にも厳
しさ，自然災害など生活環境の厳しさがある。看護
上の課題として，【プライバシー確保の困難】【高い
質の医療確保が困難】【マンパワーの不足】【緊急時
の対応へのストレス】等が（中川他，2016）が述
べられている。
　したがって，学生が離島実習に参加することにお
いて，参加させる側も，受け入れる側も，双方とも
十分な準備の必要性，経済面の負担や交通の不便を
考えると決して簡単なことではない。
　一方，離島では，限られた社会資源の中，保健師，
医療機関と連携し療養生活を支える工夫をし，専門
職の少ない人材の中で，看護職の役割拡大をしつつ，
住民のもてる力を引き出し，離島で療養生活を維持
できるかどうか患者の生活の在り方を決める（野村
他， 2011）ため，内在している倫理的課題も検討し
解決しなければならないと考える。
　しかし，離島は厳しい環境ではあるが，都会で生
まれ育った学生には短期間であっても離島での生活
体験，苦労する移動の体験等貴重な経験が，限られ
た医療資源や環境の中で適切な医療や看護活動を実
践する能力，さらに周囲と連携や協働するという看
護職者としての必要な能力が育成できやすい場では
ないかと考える。そして，離島の看護活動に興味を
もち，課題であるマンパワー不足に貢献できること
につながればよいと考える。
　以上のことから，学生が講義・演習で得た知識・
技能を実社会で活かすために，必要な能力を体験的
に学び，種々の体験を継続的に積み上げるためにも
課題もあるが，離島での実習は有意義なものではな
いかと考える。

Ⅴ．結論
　学士課程において，離島における臨地実習の学び
について7件の文献を検討した結果，以下のことが
明らかになった。
　モデルコアカリキュラムの大項目に沿って整理し
た結果，抽出された学びは多い順に，【B 社会と看
護学】には，「地域の実態の理解」「島しょの特徴を
知る」「健康問題の理解」「島しょ活動を考える」「地
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域住民の健康状態の把握」他14項目，【A 看護系人
材（看護職）として求められる基本的な資質・能力】
には，「地域で働く医療人に必要な資質」「実践力・
地域力への貢献」「島嶼への理解の深まり」「看護観
の発展について学習の深まり」他10項目，【C 看護
の対象理解に必要な基本的知識】には，「自宅での
居住生活を理解することの重要性」「利尻島の自然
と人々の生活が密接につながっている感覚」他3項
目であった。
　一方，離島は，海による遮断があり不便で自然環
境が厳しく，また，専門職が少なく社会的資源も乏
しく，産業も限られ経済的にも厳しさ，自然災害な
ど生活環境の厳しさがあるが，離島実習で得た体験
は看護職者としての必要な人間理解や社会システム
を理解する能力を育成するので有意義な実習である
と考える。
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